
　水戸の市街地のまん中に位置し、市民に親しまれている千
波湖。ここは街の中で自然に触れることのできる貴重な場所
であり、また大切な歴史・文化遺産でもあります。そんな千
波湖の多様な顔と魅力を、市立博物館のスタッフがリレー形
式で紹介していきます。

　初回は、美術編ということで、江戸時代の千波湖を描いた
作品を紹介します。立原杏所（1785～1840）の「水府城閣図」
です。
　季節は夏、水戸城が夕暮れに煙っています。城内の木々は
鬱
うっそう

蒼として、その上方を鳥がゆったりと群れ飛んでいます。
切り立った崖と豊かな緑に囲まれた水戸城の様子は、牧歌的
であると同時に威厳も感じさせます。

　作者の立原杏所は、江戸時代の水戸を代表する画家です。
水戸藩の武士ですが画家として有名でした。この作品は文化
５年(1808)、杏所24歳のときの作品で、第７代水戸藩主徳川
治紀の命を受けて描いたものです。

　水戸城は現在の県立水戸一高から、弘道館周辺へと至る市
中心部の高台に位置していました。当時の千波湖は現在より
もはるかに大きく、お城の下に長々と広がっていたのです。
画面下方の湖中を左右に横切っているのは、柳堤と呼ばれた
土手で、水戸の上町と下町を結ぶ交通路として重要でした。
　画面には柳堤を往来する荷物を担いだ人々や、その傍らで
漁をする舟も描かれています。威容を誇るお城の傍らでは、
千波湖とともに暮らす生き生きとした町の人々の生活があっ
たのです。

市立博物館館長　寺門寿明

描かれた千波湖
水府城閣図（立原杏所筆）

文化5年（1808）　市立博物館蔵

（上）立原杏所「水府城閣図」
（下）部分

みとの広報
広報みと（毎月1・15日に発行）
※ホームページにも掲載。点字広報と声の広報 
　も発行しています。
ホームページ　http://www.city.mito.lg.jp
※メールマガジンも配信しています。

 

げんきみと動画チャンネル
　http://www.mito-genki.net/
マイタウン水戸　〔茨城放送1197kHz〕
　第2土曜日　 9：40 ～ 9：55
水戸CITYガイド　〔FMぱるるん76.2MHz〕
　月～金曜日　8：35 ～ 8：40、  18：20 ～18：25

市の人口  
　総人口　　265,824人
　　男　　　128,886人
　　女　　　136,938人　
　世帯数　　110,855世帯
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千波湖の博物誌
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